よく聞かれる質問に対する回答
Q. データ提供までにかかる期間はどれくらいですか？
· 提供可能なデジタルデータがAccessReadingに存在しない場合，申請をいただいてから，提供可能なデジタルデータを新たに製作するまでには，時間がかかります。すでに製作済みの教科書はすぐに提供可能ですが，それ以外の教科書は，文科省の教科書データ管理機関に元データの請求を行い（1～3ヶ月かかります），到着後，製作に入ります（おおよそですが文字のみの教科書データで2週間前後～，挿絵入りの教科書データは加えて1.5ヶ月程度～）。文字のみであれば比較的早く提供できるため，まずはこちらを提供しています。

· また，翌年度の教科書の場合は，翌年の教科書の元データが到着する時期の予測が難しいため，この限りではありません。現在のところ，どれくらいの時間がかかるかを明示できず大変恐縮ですが，何卒ご了承ください。

Q. 費用はかかりますか？
· AccessReadingでのデジタルデータ(音声教材・一般図書)の提供は、東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野が、支援の実践を通じた研究の一環として実施しており，利用者が費用負担する必要はありません。
· ただし，アンケート等にご協力いただくよう依頼をすることがございますので，その際にはご協力いただけましたら幸いです（必須ではありません）。
· ただし，データを閲覧するための機器やソフトウェアについては，AccessReadingでは提供しておりません（2014年9月現在）。必要なものを各自でご用意いただけましたら幸いです。一般製品の情報はウェブ上の「マニュアル（http://accessreading.org/howtouse.html）」にて紹介しております。
Q. AccessReadingのデータは，どのようにしたら閲覧できますか？
· データを閲覧するためには，別途，機器やソフトウェアが必要になります。提供しているデータ形式に対応したものをお使いください。一般的なICT製品で利用することができます。代表的な機器やソフトウェアは，ウェブ上の「マニュアル（http://accessreading.org/howtouse.html）」にて紹介しております。
Q. AccessReadingのデータは，利用者登録した人以外でも利用できますか？
· できません。著作権法上の障害がある人に対する例外措置に基づいてデータ提供を行っているため，データを利用できるのは，利用者登録された障害のある人だけです。

· 提供されているデジタルデータ(音声教材・一般図書)を，無断でコピー（複製）したり，登録した利用者以外の人に渡さないでください。

· 例えば，障害のある児童生徒のためにダウンロードしたデータを，登録手続きを支援した教員が自らの授業で利用したり，他の生徒の利用のために流用したりすることは，目的外利用となり，認められませんのでご注意ください。

· 教科書データの場合は，年度が終了しましたら，その年度の教科書データを，利用者または申請者が責任を持って破棄してください。教科書データの利用申請は年度ごとに必要となります。翌年度の教科書の申請時期は，別途利用者に対して，事務局よりアナウンスします。
Q. データの流出など，不正利用が認められた場合はどうなりますか？
· 不正な利用が認められた場合には，即刻AccessReadingのアカウントを停止し，データの提供を停止いたします。

· また，AccessReadingで配布しているそれぞれのデータには「電子透かし」を埋め込んでいます。仮に利用者がデータを不正に流出させてしまった場合，誰が申請し，ダウンロードして入手したデータかを特定できるような仕組みになっています。データの取り扱いにはくれぐれもご注意いただきますよう，お願いいたします。
Q. 学校でAccessReadingのデータを管理することはできますか？
· 可能です。学校が代表して，在籍する障害のある児童生徒の教科書データ申請を行うことができます。ただし，利用申請した児童生徒以外の，不特定多数の生徒が自由に使用することは認められませんので，ご注意ください。 
· 学校内に複数名のAccessReading利用者がおられる場合は，データ管理を円滑にする方法について，事務局までご相談いただけましたら幸いです。
以上
（2018年10月25日更新）

同意書（様式3）について

署名は，お申し込みの学校でのAccessReadingの教科書データ利用を担当する方（教員等）が署名してください。署名は自著にてお願いいたします。障害等の理由により代筆を行った場合はその旨を明記してください。また，同意書の送付先は以下の通りです。印刷後，署名の上，様式3の原本を以下まで郵送してください。

〒153-8904

東京都目黒区駒場4-6-1

東京大学先端科学技術研究センター 

人間支援工学分野 近藤研究室内

AccessReading事務局 宛

以上

障害の状況に関する申立書（様式5）について

　申立書は，同意書とともにご提出ください。読むことに関する障害の診断または専門家からの意見書等が事前にある場合は，診断や意見書等のある障害と，読むことの困難との関係について，申立書上にご説明ください。この場合、診断書等の写しもご提出ください。
診断や意見書等がない場合，本申立書を，読むことに関する障害についての専門性のある方にご記入いただき，郵送にてご提出ください。具体的には，ご記入いただく方は、利用者の支援に実際に関わっておられる特別支援コーディネーター、臨床心理士、あるいは、医師等を想定しております。添付の様式5をお使いいただいても結構ですし，何か別の書式をすでにお持ちでしたら，そちらをお使いいただいて結構です。
※上記について，読みの困難を説明することのできる専門家等が周囲におられない場合など，お困りの際にはお気軽に下記の事務局までお問い合わせください。
〒153-8904

東京都目黒区駒場4-6-1 東京大学先端科学技術研究センター 

人間支援工学分野 近藤研究室内 AccessReading事務局

TEL 03-5452-5229 (電話受付時間: 平日金曜日11:30-17:30)

FAX 03-5452-5228
E-mail info@accessreading.org
以上

様式3
同意書
東京大学先端科学技術研究センター
人間支援工学分野 AccessReading.org運営事務局
准教授  近藤武夫  殿
「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に関する法律」に基づき，一般的な印刷物を読むことが難しい児童生徒の利用のためにAccessReading.orgで配布される電子データ形式の教科書提供を受けるにあたっては，以下の次項を厳守することを，ここに同意いたします。
記
· 提供されたデジタルデータ(音声教材)について，無断で複製したり，他者へ譲渡したり，障害のある児童生徒の利用に供する目的以外の利用を行わない。
年　　　月　　　日
所属（学校名）                                      　　
所属先住所                                      　　　　
担当教員名                                      　　　　
署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上
様式5
年　　月　　日
障害の状況に関する申立書

本文書の作成者について
・氏名：  　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・所属：  　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・住所：  　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本文書の対象となる利用者について
※氏名の欄は，「児童生徒の番号」でも可。（Excelの申込書の番号と合わせて下さい。）
・氏名：  　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本文書の作成者と利用者の関係，及び作成者の読むことの障害に関する専門性について：

利用者の読むことに関する障害の状況について：

以上

























































